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ぼくは キーぼう。
6さいの おとこのこだ。

ぼくには だいじな ともだち がいる。
パパと ママに かってもらった
じてんしゃの リンリンだ。



リンリンと はじめて あったとき
リンリンが ぼくに はなしかけてきた。

「ぼくは リンリン。
よろしくね キーぼう。」



リンリンを かってもらったとき
ぼくは パパと ママから
リンリンに かけるカギも
かってもらった。



パパは 「キーぼう じてんしゃには
カギを かけてあげるんだよ。」と
おしえてくれた。



ぼくは 「なんで カギをかけるの？」 ときいた。
すると ママが 「リンリンと ずっと いっしょに
いるためよ。 リンリンが まいごに なったり
しないように カギをかけて まもってあげてね。」
といった。



ぼくは うれしかった。
リンリンずっと いっしょだよ。
ぼくが カギを かけて リンリンを
まもってあげるね。



それから あそびにいくときは
いつも リンリンと いっしょだった。

あるひ ぼくは いつものように
リンリンに のって こうえんに
あそびに でかけた。



リンリンから おりたとき
リンリンが ぼくに はなしかけてきた。

「キーぼう。ぼくに カギを

かけて ほしいんだ。」



でも ぼくは はやく こうえんで
あそびたくて カギを かけなかった・・・



こうえんに むかうとき ふと
リンリンを みた。

リンリンが
しょんぼりしているように みえた。



あそびおわって リンリンのもとに
かえると そこにリンリンは いなかった。



「リンリーン！」
「リンリーン！」

いくらよんでも
リンリンはでてこない。



リンリンが まいごに なっちゃった・・・
パパとママのいうとおり ちゃんと
カギをしてあげればよかった・・・
ぼくが まもってあげるって リンリンと
やくそくしたのに・・・

ぼくは かなしくて いっぱい ないた。



そのあとも ぼくはリンリンを
いっしょうけんめい さがした。

でも・・・
リンリンは みつからなかった・・・



リンリンは どうしているだろう？
ぼくを さがしているのかな？
こわくて ないていないかな？
リンリン どこにいるの？



げんきのない ぼくを みて ママが
「あたらしい じてんしゃ
かってあげようか？」 と いってくれた。



「ありがとう ママ。 でも いらないよ。
だって ぼくの たいせつな
『ともだち』は リンリンだけだから。」



リンリンが いなくなってから
なんにちか たった あるひ
リンリンが べつの こうえんで
みつかったと れんらくがあった。



「リンリーン！」

「キーぼう！」



「こわい おもいを させて ごめんよ！
ぼくが リンリンの いうことを きいて
ちゃんと カギを かけて あげていたら・・・」

「いいんだ キーぼう。
ぼくの きもちを かんがえて くれて ありがとう。
それに ぼくは うれしいんだ。
また キーぼうの ところに
もどって これたから。」



「リンリン これからも ぼくと
ともだちで いてくれる？」

「もちろんだよ。キーぼう。
ぼくは ずっと キーぼうの ともだちだよ。」



「ありがとう リンリン！
これからは ちゃんと カギをかけて
ぼくが きみを まもるから！
やくそくするよ！」

「ありがとう キーぼう！」
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